
日本橋歴史スタディ・鬼平十二番勝負・第 10回（全 12回） 

金策に走る鬼平 

                                     ２０１２年 10 月１６日  安藤優一郎 
講演趣旨 

  池波正太郎の代表作・鬼平犯科帳の主人公長谷川平蔵の知られざる実像をお話します。 

 

１．武士の節約の知恵 

（１）供廻りの融通 

  軍役の形骸化／武家奉公人の派遣業者／他家の侍・中間の借り入れ 

（２）食材の共同購入 

  酒・炭の共同購入／手前味噌・醤油／自家製の野菜 

（３）古着の払い下げ 

  江戸の古着商売／将軍用衣類の納戸払い／大奥の衣類・調度品の払い下げ 

 

２．武士の資産運用 

（１）組屋敷の共同利用 

町名に残る組屋敷／朝顔・ツツジの栽培／金魚・鈴虫の養殖 

（２）拝領屋敷の貸付 

  地代を懐に／町人にもレンタル／八丁堀で薬湯の営業／地借人が遊女・博打の手引き 

（３）拝領町屋敷の活用 

  御家人の助成策／大奥の実力者も地主／拝領町屋敷の格差 

（４）代官のサイドビジネス 

  公金貸付の意図／貸付業務の代官への委託／魅力的な事務手数料 

 

３．人足寄場経費不足に苦しむ平蔵 

（１）人足寄場の経費 

  無宿の授産更正施設・人足寄場を運営／初年度経費 500両・次年度以降 200両／経費不

足により持ち出し余儀なくされる 

（２）銭相場に手を出す 

  寄場で製造した品の売却金／銭相場下落による物価上昇／幕府公金 3000 両で銭買い集

め／相場上昇（1 両につき 6 貫 200 文→5 貫 300 文）したところで手持ちの銭売却／1000

両売却すれば 170 両の利益が得られる 

（３）破産の噂 

  結局は一時しのぎに過ぎず／出費増大で身上傾く／経営が軌道に乗る 

 

講師紹介 

歴史家。文学博士（早稲田大学）。東京理科大学、ＪＲ東日本大人の休日倶楽部講師。著作

に『徳川将軍家のブランド戦略』新人物文庫（2012年１月）。『歴史を動かした徳川十五代

の妻たち』青春文庫（2012年６月）、『江戸っ子の意地』集英社新書（2012年５月） 


